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　(目的)骨格筋の瞬発力を上昇させる為、外側から筋紡鍾の張力を上昇させることができ

るサポーターについて開発・調査・追跡する。

　(方法)1)素材として、米国で、ギブスの下巻き用テクターとして普及､している程、阻血

性拘縮に対し、安全性の高いクレイトン(私の測定で、伸度1 6 4～19 1％、伸長弾性

度≪3％≫１００％)を使用2)筒状部・帯状部・係止部よりなる瞬発力アップの為のサポ

ーターを試作3)無装着時と装着時の握力差を測定・比較し・五段階主観評価を調査・追跡

　(結果)装着時の握力合計が無装着時に較べ、4 kg以上の有意の上昇を示した者は、5 0

名中42名、最高2 0 kg、平均7.8kgの上昇であった。残0 8名中。4名にも4 kg未満の上

昇がみられた。全く変わらなかったか、低下を示した者は、４名のみであった。追跡調査

として、静脈瘤のある者について、同サポーターを、１時間30分装着し、装着をはずして

後、サーモグラフィーにて、皮膚表面温度を、前・側・後三面に渡りチェックし、装着前

、誹腹部に広範にみられた静脈瘤による高温部すなわち炎症部の縮小が如実にみられた。

ただ、留意すべきは、静脈瘤が広範に及び、その一部が、サポーターの装着範囲を越え、

おおいきれなかった部分で、わずかに炎症の増悪すなわち部分的な皮膚表面温度の上昇が

みられることであった。また、その保温性・通気性について、４台の小型自記温湿度記録

計を用い、外気候と２種類の素材の異なるサポーター及びこのサポーターのサポーター内

気候を、一週間に渡りチェックし、それらを比較した結果、同サポーターが、他の保温用

サポーターを抜いて、その保温性・通気性共に勝れていること力り奮認できた。
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＜川的〉ブラジャーは*}f.nファンデーションのｰ‥･つとして常川されており,着心地を検討

するI-で動作中における衣服圧変動を捉えることは唄要である．これまでブラジャーの動

作中の衣服川変動については電気抵抗法を川いた報告例がある．衣服圧は人体の曲率やMi
mmさによって測定価が人きく異なることは周知である．我々はエアバック方式を川い，

人休側而から後ろにかけて密着するブラジャーフレーム部と尉にかかるストラップ部に注

目し，異なったフレーム形態をもつ2 種類について動作中における変動を捉えた.

〈力法〉被験者は２名である，測定部位は①陳寫中線とフレーム十.辺が交わる位ji，②膿

高中線とフレームド辺が交わる位i?t, ③ストラップがフレーム上辺に付く位n, ④フレー
ムド辺に③を直ドしたf/:ifi,⑤iのストラップ位nである．これらを左右それぞれに設定

し, 1 0力所を一枚の試料の測定部位とした．勁作は, 前屈動作, ﾉﾐ片腕上挙動作，右片
腕I".挙動作，両腕I-.挙動作，左ひねり動作，右ひねり動作の６種類である．各動作は４秒

間の運動と静llﾆ状態を一一-≪lとし，これを6m繰り返し測定した.

〈結果〉動作開始に伴って，前川動作では. 部位①, ③. ④に衣服圧の増加傾向が認めら
れた．腕のI-.挙動作では，腕を挙げる側の部位①に衣服圧の増加傾向が認められ，腕を挙

げない側の部位①には動作の影稗が認められなかった. 部位④では片腕上挙動作の場合で
もﾉ-右それぞれの部位に同様の衣服川の増加傾向が認められた．上休のひねり動作では，

I-.休をひねる方向と反対側に設定した部位④に衣服川が増加する傾向が詔められた. 2秤

類の試料問では部位③に衣服Iでが変動していく人きさの違いが認められた，

222


